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修道士が来ました。急いで彼女とシェーズの中に身を隠して、周囲にいくらか銀貨をばらまいてから、閉じこもります。



83

修道士は、シェーズの重さと銀貨から判断して、これは
大変なお宝にちがいないと思い、埋めて隠しておこうと、
２人で穴を掘ります。

穴が十分深くなったところで、ヴィユ・ボワ氏は
そっとシェーズから出ると、修道士を穴に突き落として、
すばやく土を埋め戻します。



84

あっという間に２人を埋めてしまうと、彼は別れの挨拶を告げて、一目散に逃げ出します。



85

ようやく目を覚ました恋敵、愛する人が
いないのに気がつきます。返せと叫んで
も、こだまが返るだけです。

こだまは何も教えてくれません。
恋敵は、天に、自然界すべてに、
問いかけます。

すっかり落胆して、身投げするために
川へ向かいます。



86

時間というのは長いものだと思い知りました。 ずっと逃げ続けるのは、彼女を疲れさせずにはおきません。



87

それゆえ、紳士たるところを見せるべく、愛する人を車で運びます。 渾身の力をふりしぼるのです。



88

屈服。手押し車は、あおむけになった彼の上を
通って、平地の方へ逆戻りしていきました。

背後に聞こえる轟音に、２人は助けを求めて
絶叫します。

川に身投げしようとしていた
恋敵は、叫び声が耳に入り、
急に立ち止まります。



89

どういうことになっているのか、見てとった恋敵は、急いで駆け寄り、
愛する人を再び我がものにします。

意識を取り戻したヴィユ・ボワ氏。再び大いなる疾走を
開始です。速度は３時間で１５里。（約20km/h）



90

修道士のところまで来て、ことの顛末を知らされます。教えてくれたことに免じて
掘り出してやった後、また猛然と走りはじめます。速度はなんと２時間で20里。
（約40km/h）

夜が来て、しばしの眠りをむさぼる恋敵。
念のため、手押し車は放しません。



91

そこへやってきたヴィユ・ボワ氏、恋敵が寝ているのに乗じて、
奴の手を手押し車に縛りつけます。そして、こんなふうに奴を
使って、再び故郷への道をたどるのでした。

故郷へ帰ってきたヴィユ・ボワ氏、下着を替えます。



92

ヴィユ・ボワ氏の物語、かくしてめでたく一巻の終わり。（ジュネーヴ、1839）
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